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瓢
載
携
謝
　
第
瓢
…
厩
九
十
八
號

彙

報

麟　 骨薦

m　雄漏
　　漕瀦　＿pa　　：卒京

講蟹蒙薩叢
歳鴛羅￥多憲饗題：文
鍮簸攻藁；攻早闘羅

翼
壁
継
錆
劉

とK撫1．於

瞼け
論；5
　三型

　ゆ
　欝1
　題

葦
背
1

醤
學
科

く

　
支
那
哲
學
吏
關
係
諸
學
會

　
活
動
情
況

日
塞
中
國
墨
會
大
蔵

九
揮
萱
九
、
…
W
爾
爲
　
窟
螂
穴
撃
文
殿
・
部
魏
一
教
懲
～

本
融
は
実
郷
哲
交
語
繊
を
包
括
す
為
全
國
藍
染
　
學
會
と
し
て
瞭
年
糖

戒
濡
れ
、
興
の
本
醸
癌
態
大
腸
曾
が
磨
の
縮
く
嘗
地
に
灘
い
て
撒
…
催
さ
れ
翫
。

寅
郷
灘
愚
に
撰
す
る
憲
要
叛
研
撹
製
表
煮
の
如
し
。

　
　
　
　
暫
學
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
繊

「
露
代
に
於
ゆ
る
反
灘
表
鐡
法
を
灘
じ
て
見
た

る
愚
辮
方
法
に
つ
い
て
篇

鴨
管
子
幼
鴬
篇
の
琳
敬
鐵
寧
に
つ
い
て
」

コ
縄
子
槻
物
丙
篇
の
輪
耀
し

「
格
物
数
織
と
鞭
鹸
學
し

「
張
子
思
想
の
リ
ガ
リ
ズ
ム
難
漏

　
　
　
糎
雄
礎
酌
研
號

「
論
揚
之
蹴
重
重

「
上
代
巾
國
の
典
籍
に
見
え
た
る
三
子
の
思
想
」

「
織
轍
孔
簿
の
翻
諮
に
翻
す
る
考
察
嬬

「
騨
…
鳳
翠
藩
ハ
上
に
於
け
る
魏
の
薫
灘
耶
」

「
性
構
論
の
展
踊
し

「
鞭
徳
太
子
傳
に
器
け
る
シ
ナ
思
想
し

　
　
　
就
會
史
的
概
論

讐
般
代
の
微
糸
と
鵜
序
し

門
舞
優
趨
源
考
秘

コ
入
繭
姓
考
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
、
支
那
墨
霞
（
束
都
）
例
留

　
　
六
”
十
七
欝

讐
梁
の
武
聯
盟

、
　
十
一
月
4
．
一
三

哺
膜
の
蔦
卒
に
㎜
翻
す
る
＝
｛
篇
の
間
題
し

灘
　
嶽
　
　
患

戸
田
難
鷲
郎

友
枝
穗
太
郎

瀧
本
見
悟

総
慧
　
　
k
　
　
㌦
・
、
講
　
　
蔓

涛
　
　
フ
　
　
嚢
　
　
」

今
井
宇
薫
鄭

輔溝僻傭承

井水藤賀灘

凝　丈榮利

1顧潔建治患

由池島

田田

勝末邦

蘂利男

　
　
　
　
　
　
　
窟
都
穴
墨
交
霊
部
第
八
敏
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
蕪
樹
叢
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
窟
都
大
饗
轟
久
學
部
麟
真
数
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
領
太
一
郎

一
、
京
邸
大
福
丈
攣
部
支
郵
哲
攣
黛
研
究
蜜
例
解

讐
緩
藻
の
名
騨
紙
　
　
　
　
　
　
識
耀
鷲
臓
　
本
　
　
鶏
　
　
　
灘
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門
訴
郡
に
於
け
る
入
筆
輪
篇

讐
覇
祭
騒
つ
い
て
し

「
づ
．
…
簿
融
漏
息
斑
の
麦
那

醗
究
方
濃
翻
し

穴
鴛
萱
隅
鼠
　
湯
　
淺
　
率
　
孫

譲
鴛
十
竃
鐵
　
編
　
永
　
光
　
覇

十
一
殖
十
八
猿
　
竹
　
岡
　
八
　
雄

關
西
倫
理
墨
野
口
の
擾
足

　
蜘
顎
後
騰
に
鋤
外
馬
弓
蜘
鵬
、
撫
㏄
躍
の
勲
娩
欝
は
魏
t
叢
舞
い
丸
と
敏
い
へ
、
瀞
四

屈
の
寺
門
は
止
小
だ
に
写
し
く
．
　
田
蝋
惣
欝
窯
の
激
ル
一
差
憂
ふ
べ
選
も
の
が
あ

る
。
然
し
そ
わ
丈
に
新
し
い
鍮
…
嘩
へ
の
反
幽
魂
、
調
練
…
数
育
の
雄
立
を
職
削
望

す
る
醗
が
漣
蒋
と
み
に
高
畿
り
つ
》
あ
笛
。
か
》
る
聯
．
倫
照
學
禦
究
暫

盤
が
に
気
圏
務
嚇
育
に
深
い
磯
一
心
を
抱
く
入
々
が
互
に
協
力
し
て
蜥
礁
・
の
綜

合
的
二
巴
を
ば
か
葛
と
典
に
國
概
道
義
の
辮
繰
卑
嚇
明
か
に
す
る
・
し
と
繧
今

巳
の
急
務
と
い
ふ
べ
豊
憾
あ
ろ
う
。

　
こ
の
購
に
か
ん
が
み
、
先
頃
よ
り
倫
黙
學
三
一
に
纏
は
る
人
々
の
騎
に

鍮
麗
學
轡
設
繊
の
翼
鍛
あ
り
、
セ
難
棚
め
翻
揖
脚
闘
の
倫
礎
箪
欝
究
砦
が

築
り
畢
禽
綜
戒
に
つ
嚢
懇
淡
し
、
惣
の
企
て
癒
大
い
に
推
塾
す
る
霧
に
意

見
が
一
致
●
し
た
。
こ
の
庸
鳴
糠
M
二
野
ハ
の
穂
脚
の
醸
粋
を
考
へ
露
小
郡
聡
焦
溝
に
準

粥
毒
簸
を
俄
綴
し
、
會
結
域
轍
…
の
藷
…
灘
・
…
輔
典
の
催
の
活
動
を
搬
欝
し
て
竜

ら
ふ
購
に
な
っ
た
。
鳶
ル
づ
そ
の
第
帽
藩
…
乎
と
し
て
命
縫
則
集
を
作
戒
、
七
口
〃

ナ
芦
北
の
搬
趨
入
事
に
於
て
軍
票
案
を
決
寒
、
十
務
八
爲
（
且
獲
禽
式

（
錦
一
岡
織
愈
）
を
東
都
穴
墨
K
於
て
鵜
催
、
こ
》
に
四
強
総
州
墨
魯
の

畿
昆
な
見
石
に
織
ウ
充
、

奉
禽
は
倫
斑
餓
の
欝
鴛
及
び
凝
謹
を
ほ
か
る
と
興
に
轟
く
敏
警
器
と
の

脇
働
鴇
次
強
滋
徳
歎
湾
の
醸
麟
の
磯
蹴
鴇
ゆ
と
鱒
る
惣
驚
鴇
的
と
し
．
㍉
こ

灘

θ
蹄
的
溝
礁
の
爲
の
霧
業
と
し
て
、
野
禽
、
公
開
欝
灘
禽
、
餅
蹴
禽
、
愈

報
の
配
霜
、
僻
論
縄
畢
薪
究
輪
繭
膿
蹴
の
蓬
絡
、
そ
の
他
ホ
愈
の
目
的
を

淫
成
す
る
に
必
婆
な
聯
栗
雛
が
瓢
繋
け
ら
れ
る
。
既
に
禽
職
錐
一
號
の
醗
布

を
轍
粒
り
、
瑛
｛
に
亦
率
∴
一
臓
μ
十
R
【
◎
⊥
T
掴
矯
同
の
｝
購
霞
叫
七
四
志
盗
読
八
四
Ψ
及
｛
以
惣
脚
齋
Ψ

庶
．
朱
猷
徹
餓
瓢
ハ
小
壌
熔
い
に
於
て
卿
鰍
撹
禽
鴬
か
酌
撚
さ
れ
る
。
ホ
禽
師
鴇
は
倫
諜
蝋
鍬
丁
熊

に
雛
穂
歌
育
に
憲
あ
り
、
委
鍍
曾
の
承
認
巻
経
だ
轡
は
入
禽
満
來
、
鼠
つ

糊
擁
の
嶺
を
以
て
入
愈
す
る
嬢
亀
翫
詰
る
の
で
あ
る
。
役
鑓
に
は
喚
員
、

難
査
、
轟
事
が
お
か
れ
、
轍
期
一
年
の
矯
二
二
よ
り
X
懸
に
よ
墾
委
熱
畳

を
懸
轟
℃
之
が
本
會
を
代
表
す
る
。
国
分
の
聞
事
務
税
ほ
東
郡
大
學
交
學

蔀
三
巴
雛
研
究
室
内
に
お
か
れ
る
憲
に
な
ク
だ
。
二
二
・
三
世
は
総
禽
に

於
け
番
禽
舞
の
灘
選
K
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
諸
毅
の
旧
情
…
よ
り
今

囮
に
照
り
詮
衡
に
次
る
塞
に
な
り
左
の
曇
り
役
熱
が
決
覚
し
た
。

験
員
　
癌
線
儒
作
ハ
穴
阪
大
繊
｝
、
伊
藤
憲
（
奈
鼠
女
子
穴
雛
）
、
鐵
村
轟
久

　
　
　
治
（
浄
二
三
燃
學
較
）
．
戯
獣
寳
離
（
京
都
穴
一
）
、
島
芳
夫
（
窟
都

　
　
　
大
量
）
、
高
掛
武
朔
望
（
鍔
憲
駄
穴
墨
）
、
鱗
串
照
（
翻
蕉
穴
畢
）
、

　
　
　
侵
谷
州
寅
耀
（
姫
路
甑
業
大
雪
）
、
職
部
英
次
錦
（
客
古
記
大
脳
）
、

　
　
　
年
野
武
夫
（
東
郷
難
蘂
大
王
〉
、
松
簾
鉱
僧
（
滋
賀
大
壌
）
、
織
鑓
泰

　
　
　
｛
（
峡
阜
穴
雄
）
、
保
田
海
（
京
都
穴
攣
）
、
山
氷
毒
鐡
（
穴
販
撃
藝
．

　
　
　
穴
畢
）
、
瀞
淺
亭
々
輝
（
寡
部
説
麟
繊
維
大
雄
）

鞭
査
　
小
柳
蛍
歎
（
姫
路
二
業
大
筆
）
、
曇
霞
縣
錫
（
穴
谷
穴
雄
）

幹
霧
　
鰹
販
二
河
（
露
都
慮
立
美
衝
穴
繊
）
、
鷹
緊
要
．
學
ハ
京
都
穴
購
）
．
霧

　
　
　
照
患
勝
（
窟
都
大
難
）

　
檎
籔
盗
掘
當
欝
距
離
一
歳
傘
よ
姿
家
灘
穴
雛
丈
離
糠
魏
一
敏
察
に
於
て

公
翔
講
藏
愈
が
鴛
嫉
れ
翫
。

識
識
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籍
灘
孫
搬
　
錦
餓
欝
熟
牽
八
雛
帰

讐
勇
y
塾
倫
理
醗
之
そ
の
懸
縦
に
　
鎌
飛
窯
船
町
醗
敬
撚

っ
滋
鰹
的
破
子
と
融
化
臨
鱗
飛
砂
　
　
蹴
魏
火
躁
噛
癖

佛
敷
學
研
箆
會

　鶴僻
露
　芳藤

鷺央懲

　
覗
代
の
滋
添
の
端
数
學
の
あ
り
カ
ほ
軽
め
て
騰
難
で
あ
る
。
館
謡
に
そ

の
方
法
に
於
け
る
備
蹟
犠
が
あ
る
。
我
國
で
は
発
藏
願
掛
の
鱗
籠
が
漸
く

緒
に
就
い
た
の
み
で
あ
っ
て
、
掘
域
、
東
爾
…
ア
ジ
ア
俄
熱
四
醤
譲
に
還
く
羅

撹
敵
な
甑
皆
戴
に
馨
払
い
上
に
、
亥
郷
雌
と
の
献
酬
に
よ
る
濃
藻
佛
典
の

批
埆
∵
も
擁
一
だ
不
十
分
で
あ
み
。
雲
竃
鞘
ッ
バ
の
蜜
…
洋
學
が
…
継
め
て
撤
脳
い
説

賜
と
塔
分
野
の
瓢
五
擾
助
瓢
説
っ
て
雛
げ
て
家
職
佛
歎
撒
の
三
業
搬
を
萬

に
し
て
我
々
は
霞
ら
の
知
識
の
挾
隆
さ
を
棚
魏
せ
ざ
為
を
得
な
い
。
第
鴻

に
獄
酬
鋸
…
轄
…
軸
駐
の
磁
帰
静
響
か
あ
る
。
監
丁
鰻
淋
軸
一
難
四
に
冨
蹴
る
龍
脳
薄
雪
の
動
燃
融
解
鶴
剛
究
け
…
礁
陣

山鳥

ﾈ
一
溜
餓
を
無
ハ
へ
ほ
し
た
一
か
そ
の
礁
㍑
轍
の
n
糀
…
湘
…
を
轍
四
劇
て
る
た
い
β
醗
爪
代

も
佛
歌
醗
蔚
の
か
驚
ら
ず
多
く
の
鷺
餓
藩
に
よ
っ
て
佛
敏
破
探
麓
欝
れ
て

る
る
が
力
法
の
簸
頗
性
は
爆
，
そ
の
難
靴
を
頭
か
せ
て
る
為
。
弧
離
蒲
洋

の
嬢
群
難
碧
が
珊
卸
商
転
輪
繰
と
羅
瀦
の
懸
念
を
滞
…
し
い
嬢
…
熱
を
以
て
濃

及
し
て
み
る
こ
と
を
勲
る
な
ら
ば
、
歌
凌
が
露
洋
の
麟
鱒
の
理
解
K
於
て

擬
越
を
誇
り
得
る
と
い
ふ
無
燦
償
な
獄
麟
は
憐
し
震
鶏
ほ
叛
ら
な
い
。
佛

下
愚
薪
艦
會
敵
欝
縮
酌
佛
敷
に
講
零
す
孫
購
な
く
、
讃
い
羅
野
に
立
ゆ
て

綴
愚
惣
を
蜘
捌
し
、
織
己
の
綴
揖
納
救
濟
が
世
舞
の
救
溶
に
揃
ず
葛
こ
と

を
棺
禎
て
佛
陀
の
眞
鷲
赫
を
蒲
及
す
る
愚
の
で
あ
蓼
、
絶
え
ず
方
法
的
猟

雀
を
鶏
へ
て
賞
重
費
戒
県
な
藏
し
《
眠
っ
て
ゐ
・
命
我
國
の
侮
数
醗
を
騰
醒

識
穴

せ
し
む
る
毒
の
饗
あ
る
。

・
痢
佛
毅
難
癖
任
歎
畏
久
松
薄
潔
の
ヂ
に
饗
算
し
て
よ
瞬
累
年
を
醤
し

た
。
そ
の
鵠
の
譲
要
蹴
行
審
を
構
毘
し
、
特
に
本
年
度
の
羅
撹
魯
に
就
て

は
趣
め
て
簡
翠
た
響
蟹
を
雛
す
。
本
愈
は
箪
に
研
徽
獲
濃
の
機
爾
で
は
☆

く
．
醸
究
蔚
霜
叢
の
濾
繋
と
楽
撒
の
鳩
研
で
あ
り
組
織
的
な
獲
展
を
澱
醐

・
し
て
ゐ
為
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

昭
灘
鑑
十
三
覇
王
　
於
入
交
斜
鼻
研
究
游
本
館
（
以
下
響

　
唄
　
”
　
謎
激
榛
醗
の
立
場
し

　
一
…
　
湾
　
「
報
身
の
欝
聴
し

　
　
　
　
「
名
の
卸
町
瀧
に
調
て
し

　
　
　
　
讐
醜
…
欝
の
木
質
規

　
滋
　
邦
　
「
螺
如
と
嬢
滅
鵜

　
十
　
灯
　
㎝
、
天
聡
警
縮
論
し

昭
瀦
二
十
澱
、
簿
慶

　
一
　
刃

　
　
　
　
　
演
篇
鋤
瀞
魯

六睡夢

簿房二

十
　
粥

金湖佐常梶群
臣灘々盤1！榔
　　木
嚢鑑龍義雄m
爾哉臓繍一明

佛
獣
麟
的
方
法
の
反
省
一
算
村
元
「
策
臨
監
の
思
惟
方

「
魏
聾
心
搬
襲
の
晒
課
題
し
　
　
　
　
田
　
部
　
蕉
　
英

長
窪
雅
入
「
巾
磯
欝
離
の
綴
本
的
立
場
」
銑
欝
愈

購
霜

蕪
凌
木
幾
腰
「
佛
数
に
於
締
る
麿
の
形
蒲
ト
…
懸
㍊
撹
欝
魯

　
こ
の
席
潔
久
松
歎
擬
退
官
の
獅
挨
拶
あ
夢
、
長
尾
助
激
擾

　
が
本
禽
の
揃
轟
を
艇
纏
が
れ
翫
。

物
天
羅
に
於
締
る
三
三
と
三
二
し
　
　
　
漣
磯
一
曲
脳

継
蕪
を
忠
と
嘗
や
…
霧
ホ
鷹
爽
孤



3驚

　
ヤ
一
篶
　
危
機
脚
離
勘
め
ぐ
っ
て
の
談
駿
癬

昭
灘
瓢
十
箕
隼
硬

　
　
醸
鍔
篇
十
滋

　
　
　
　
門
串
擬
佛
藪
の
論
理
し
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
鶴
　
雄
　
廓

　
　
巾
・
義
軍
僻
駆
の
茶
M
小
縞
の
無
冠
搬
沸
が
、
イ
ン
ド
齋
回
樫
四
の
槻
函
ゆ
の
轡
ハ
融
脚
化
に
豊
…

　
ツ
賭
蟹
墨
に
起
し
無
常
な
る
親
賢
盤
の
謀
購
か
ら
轟
々
鐙
を
醗
い
驚
佛

　
陀
の
辮
聯
に
廃
す
る
こ
と
を
張
糊
し
、
国
領
の
毅
若
気
譲
綴
競
を
利
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
へ

　
し
て
清
聴
の
譲
墨
形
蜘
を
分
析
し
つ
》
、
世
硲
の
論
騰
が
根
本
的
に
霧

　
悲
喜
で
あ
り
麿
酌
で
あ
る
の
に
熟
し
て
や
鶴
の
そ
れ
が
蕾
驚
的
、
熱
鵠

　
で
あ
番
こ
と
を
℃
峯
矯
ぐ
3
毛
質
…
宝
島
冨
等
の
妄
語
の
具
盤
納
説
明
に

　
濫
っ
て
澱
岬
べ
．
　
中
酷
講
が
鞭
ド
俗
の
口
細
距
の
鷲
岬
灘
い
耀
陣
…
雛
を
轍
卿
滑
岬
し
つ
》
特
鎌
ハ

　
な
維
欝
巻
窺
的
な
勝
義
騰
法
を
行
ふ
亀
め
で
あ
る
二
と
を
明
ら
か
に
し

　
翫
。

　
一
山
…
…
十
手
矯

　
　
　
「
唯
識
に
於
け
る
繰
癒
の
問
題
に
　
　
　
　
臓
　
齢
　
薫
　
鯛

　
錦
歌
雛
の
課
題
紋
龍
樹
の
覚
娩
せ
る
鱒
聾
な
玉
本
撫
犠
に
掬
ら
ず
滉

に
雰
礁
す
る
二
本
廉
糠
…
の
横
櫨
｝
登
灘
～
及
す
篇
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
一

燐
法
の
執
取
の
研
依
な
昂
翻
戴
鑑
識
に
求
め
雪
夢
の
饗
醒
磐
に
よ
っ
て

喩…

ﾄ
ら
れ
鵜
二
障
の
ひ
為
が
へ
り
の
撚
騰
に
よ
ρ
て
幾
め
て
鍛
藤
の
桶
～

藩
に
謙
る
。
か
》
る
聯
鍵
難
は
法
幽
、
二
二
識
燦
と
し
て
織
蕊
ぬ
ゆ
に

鍵
弩
建
算
（
偶
激
）
寮
る
磯
築
を
奮
み
つ
》
そ
れ
の
く
君
民
篇
グ
…
（
瀞

燕
…
）
K
覧
て
麟
っ
て
二
二
を
止
立
す
葡
と
い
ふ
主
懲
的
蘇
…
籍
を
癖
…
び

悉
。
騨
勢
聯
染
む
三
一
が
糧
雛
な
還
徹
糠
憾
あ
番
こ
巴
に
於
て
殊
犠
な

る
根
撮
と
し
て
の
鍛
糠
四
窮
醗
一
窯
す
み
こ
滋
艶
、
灘
…
瑚
唯
識
総
…
典
に
灘
櫨

　
㌦

し
て
繍
駿
た
。

　
十
…
簿
や
咽
欝

　
　
　
「
戯
難
職
論
の
間
題
」
　
　
　

常
盤
磯
伸

　
護
法
の
威
離
識
餓
は
安
腰
系
統
の
無
瓢
唯
識
識
に
比
し
て
窮
煽
的
な

立
場
瓢
立
ゆ
と
一
般
に
憩
購
は
栖
為
が
、
必
ず
し
も
鐙
糠
…
勝
義
へ
の
蝿
蘇
…

が
餓
静
い
わ
け
で
な
ぐ
、
む
し
ろ
そ
の
根
h
賑
に
窯
も
つ
》
欝
岬
理
畿
↑
欝
門
と
し

て
の
識
論
を
漁
佃
べ
“
O
も
の
で
あ
る
◎
　
そ
れ
を
「
無
飴
…
臨
．
燦
陣
規
礁
　
の
騎
繰
幽

蓮
蚕
纏
偏
…
を
寧
3
5
と
し
て
鱗
か
κ
し
、
種
子
の
本
璽
二
階
…
の
麟
遜
よ
り

菰
憾
塔
瑚
諭
K
睡
夢
．
熱
露
種
子
の
鎚
溺
に
よ
っ
て
鋤
鍬
の
溺
の
あ
ら

は
れ
る
と
い
ふ
簸
義
解
謂
決
寛
譲
で
は
癒
《
、
蝋
灘
界
桝
ゐ
灘
崩
繰
　
し
た
上

で
の
親
實
纂
の
修
激
激
の
別
饗
み
る
こ
と
を
絵
繍
し
飛
。

　
十
識
鍔
識
窺

　
　
　
「
揆
　
　
　
拶
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
箆
　
繋
　
嚢

　
購
茸
頭
乎
小
雄
鮫
説
り
剛
醸
湖
的
地
糟
差
せ
ら
姦
丸
嬢
闘
約
糟
齢
約

域
蝶
を
報
齋
せ
ら
れ
翫
が
．
眞
繋
喚
求
激
的
態
度
は
深
く
歌
々
を
感
鉱

せ
し
め
た
。

　
　
　
「
機
の
蒸
焼
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕉
　
輝
　
増
悟
・

　
「
機
」
の
臓
煕
を
法
愛
甲
洗
薬
の
微
・
關
・
霊
に
懇
ぜ
し
む
る
解
織
に
よ
っ

て
畿
覇
〃
し
、
旛
繁
∬
鮎
鱗
隔
蹴
碧
羅
篤
心
醐
緯
を
盛
甲
心
に
親
曝
碑
の
両
瓢
機
丁
駕
瀧
門
へ
、

特
に
議
誠
心
騨
の
賓
名
な
馬
肉
の
必
然
難
を
．
親
総
の
継
欝
酌
な
霞
力

作
善
の
否
慮
に
求
め
、
從
っ
て
謙
誠
心
騨
が
次
の
重
心
輝
の
錐
一
機
の

傑
償
と
二
一
の
意
趣
に
あ
る
こ
み
を
強
調
し
究
。
機
藏
の
翻
採
、
櫓
れ

ゑ
一
心
と
の
藻
醜
の
二
二
、
轡
に
月
一
の
望
郷
の
憲
醗
と
し
て
の
漉
が

考
へ
ら
れ
る
か
ど
・
り
か
畔
か
繭
灘
購
き
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梶
　
　
由
）

蕪
勲



雛窮

蟹
騰
籍
麓
　
駕
輪
…
買
九
十
八
號

嵜
贈
難
誌
論

磁
器
簿
報

　
携
代
蕾
祭
の
蓬
髪

　
ハ
イ
ヂ
が
葦
に
麟
け
る
徽
鼓
存
と
鰍
…
の
轍
酬
繍
…

　
竃
孤
鋤
観
芋
の
概
潮
「
露
饗
塔
髭
男
に
つ
い
℃

　
イ
’
ア
オ
賀
ギ
肇
勝
…
愈
の
磁
儲
鰍
…

　
カ
ー
ル
葛
バ
ル
ト
に
鯵
叫
け
る
「
薄
儀
愛
」
の

　
蘭
麟
　
　
　
　
　
　
　
．

麟
弓
懸
款 鍵

憂

壌
　
　
窒

由
綴
纒
灘
墨
難
誌

　
門
鰹
濾
再
説
以
賄
の
ケ
摩
靴
の
糖
…
講
稿
に
つ

　
い
て

鰹
．
演
學
の
ガ
溌

　
離
商
撫
澱
の
湖
的
謝
簸

　
…
覇
撰
嚢
水
灘
鰹
澱
黒
惣
の
紮
の
嚇
一

　
磁
…
競
醗
献
鰯
繍
脳
潮
の
樽
譲
灘

　
七
ヅ
ク
ス
の
澗
争
決
驚
鈴
に
つ
い
℃

講
掛
労
洪
と
緊
張
鰹
醜
聯

　
不
露
玉
働
行
跡
に
縫
す
る
脳
総
謹

轍
禽
鑑
醐
の
難
論

　
　
一
魏
綴
雄
滋
の
驚
…
鍋
澱
…

　
喰
麟
蜜
場
⑳
照
繊
労
厨

寧
醗
挺
髄
雄
擾
の
驚
讐
　
　
　
　
　
．

　
計
繰
磯
な
巾
心
と
し
て
一

殉
欝
難
嶽
に
ゆ
い
て

寧
鶴
蹴
縄
禽
の
繍
織

灘
灘
　
職
己

・
戴
舟
＊
一
幽

谷
縣
　
黙
雄

素
繊
　
一
雄

小
禰
弾
　
磯

（
閥
寛
國
韓
書
判
館
内
春
夜

衛
斜
）
離
燈
一
轟
聡
轄
W
耀
繭
簸
瓢
（
唖
八
日
月
μ
）

（
山
購
穴
鐵
灘
濟
學
愈
）

策
一
磐
鋸
一
。
蔦
號
（
置
簿
）

罵翻域
＊畠田
戯鰐太
期一酪

潔濁佐安醗
購野撒概癬
一　償　伯
蕪賢霞発漁

烹
凝
簸
漿

衝
鴫
薦
批

縫
灘
　
撚
漁

麟
織
　
儲
嚇

欝

文
爵
次
　
（
受
頷
順
）

　
鶴
隅
蕊
磯
の
畷
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熱
織
　
撮
廓

　
庵
塁
ε
戸
鑑
鷺
舞
剛
。
農
の
丈
懲
に
つ
い
℃
　
　
刷
本
　
㌧
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
墨
交
學
糠
。
銀
島
山

璽
誉
兜
醗
窺
醗
究
會
）
第
十
…
二
郷
一
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
）

　
特
駅
　
巾
瞬
液
糠
の
賢
木
彫
嫉

　
串
麟
綴
織
に
寒
け
ゐ
鷹
顧
簸
承
⑳
費
搬
に

　
つ
い
て

　
溝
磯
爾
澄
雛
鍵
に
勲
け
る
餓
瀬
瀬
織

　
清
代
顯
譲
疑
承
に
就
い
て

　
籍
鶴
に
勲
け
る
騰
叢
綴
本
に
つ
い
て

経
藺
論
纂

　
…
，
鰹
灘
三
極
と
灘
嬢
の
鷹
騰
盤
に
鶏
す
る
鰹
懲

　
ダ
ン
¢
ン
グ
の
鷺
蛛
す
る
唱
の

　
Ψ
L
シ
ヤ
ル
に
勲
け
る
造
費
懸
醸
鋼
⑳
麟
難

r
豫
算
に
諏
け
る
凝
＊
鶏
題

　
　
一
豫
算
鈎
響
に
つ
い
て
の
一
調
禦
一

欄
橋
論
鑑

趣
灘
馨
＋
漏
壷
褻
茎
酬

　
憲
曜
敵
灘
…
藤
ハ
⑳
譜
…
澱
叫
に
諏
げ
る
ケ
イ
ン
ズ
亀

　
マ
ル
ク
ス

　
纒
灘
麟
に
鋤
け
も
鰹
測
敬
繁

　
蕨
…
膿
醗
纒
澱
錐
・
の
功
諏

　
寧
艶
的
麟
織
彫
撚
の
鰻
耀

　
で
午
ア
ヅ
笛
リ
ズ
ム
の
醐
総

噸
衛
　
摺
、
驚

被
一
撃
簿
藁

囲
井
驚
舷
部

礁
伯
　
　
審

（
申
央
大
越
纏
濟
・
醐
七
廻

韓
）
観
判
第
一
號
（
九
海
）

　
　
　
　
　
　
　
　
訟
溝
　
　
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
塞
　
難
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
畏
　
　
穿
簸

　
　
　
　
　
　
　
　
隔
日
　
群
議

（
策
京
観
照
穴
學
一
橋
學
禽
）

錦
嵩
十
澱
岱
第
灘
號
（
九
”
）

杉
本
漿
一

頭
串
篤
汰
賂

織
擶
　
雄
灘

壌
璃
　
酬
購

籔
嶽
　
興
鴎

瓢
箪

一
橋
論
叢
蘇
驚
駈
欝
蕪
講
W

一
聡
大
編
電
聖
職
瑚
嘩
難
愈
號
　
そ
の
唱

法
麟

　
辮
…
遺
臣
轡
鰍
藻
に
つ
い
て
の
M
般
簡
聞
隙

　
爾
織
私
藏
烹
に
鋤
け
る
霜
融
財
礁
契
約

　
購
W
蟹
の
轡
致
管
灘
と
慨
凹
麟
日
蟹
獺
鳴

　
串
笹
ド
ィ
ッ
繭
黒
選
覇
と
多
蹴
決
職
懲

窓
頭
灘
．
p
へ
の
肇
韓
畠
競

交
　
　
　
　
化

　
廉
甕
搬
磯
と
管
餓

　
カ
ン
ト
典
醗
の
蹴
懲
岬
一
『
典
の
織
…
禦
蝕
福
隠

　
寧
心
と
し
て

　
ア
穿
ス
ト
テ
レ
ス
の
嚇
攣
瞳

　
　
4
ノ

　
鷺
鞭
㊨
曜
悶
麟
構
域
に
つ
い
て
　
、

交
　
　
　
　
駕

搬
寧
　
餓
謀

久
馨
騒
太
館

ブく町醗
聯厨上
滞寳雛
繕鍔鴇

へ
黙
二
大
二
丈
醸
會
）

第
嵩
奮
蕗
二
號
（
猟
月
）浮癖薦露

泉Kl塔
良透｝鰯
久聴一

籔
承
錨
留
古

（
東
北
大
學
丈
繊
會
）

第
二
巻
嬉
灘
號
（
七
露
）

レ
ツ
シ
ン
グ
⑳
鎌
敏
魚
惣

　
一
入
鞘
…
の
勲
嚇
轡
に
つ
い
℃
一

濃
醗
瀬
鋳
入
ノ
ー
ト

　
擁
ラ
．
》
ル
鋳
イ
ー
溝
一

即
ア
戯
オ
醐
に
於
け
る
概
と
盤
鞠

　
一
嘩
澱
為
の
翫
鐙
…

源
矯
物
羅
に
於
響
ゐ
嫌
轍
麟
内
瀬
化

蕨
津
　
　
紳

鰺
靱
　
　
躍

訟
電
父
嵐
蝋

小
野
村
灘
脇



　　ノ
317

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寒
窟
穴
墨
交
鐵
部
内
凝
議

黙
　
藥
　
難
　
誌
魯
“
第
蹴
十
九
編
嬢
九
號
（
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
簿
）

　
鎌
印
雛
⑳
翼
粘
蟹
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
儀
　
成
｝

　
｛
黙
代
の
癩
殺
↑
に
勲
け
る
小
餓
…
瑠
の
脚
凝
穫
（
上
）
　
煽
藤
鰍
　
書
嵐

　
　
一
特
に
贋
・
耀
・
渉
薮
摩
心
と
し
笠
一

入
．
交
　
醗
鮪
疇
糠
透
審
）

　
「
選
醗
騨
漏
と
塀
灘
蜜
繰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榮
野
　
　
承
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗
O
げ
鋒
「
鱒
　
璽
野

　
6
ユ
甑
a
綾
欝
O
門
｝
ヨ
＄
，
…
胤
鐸
巖
い
謬
⇔
哩
髪
二
触
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3
三

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
頴
イ
の
玄
撫
に
つ
趣
て
　
　
　

ト
…
野
　
申
蹴
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
倣
鱒
卿
穴
壌
ボ
灘
潜
趣
ボ
爵
ほ
）
驚
瓢
ハ

経
澱
論
叢
十
六
巻
翔
　
∴
∵
識
號
（
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
邦
）

　
串
麟
吏
識
に
齢
け
る
デ
フ
レ
篭
シ
響
ン
に

　
就
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